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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
配管内を流れる気体に含まれた水分をドレン用配管を通して槽内に排出するするとともに
、該槽内に溜められた水によって上記配管内を大気中から遮断する水封装置において、上
記ドレン用配管の開口端を水没させて水封する水封槽と、該水封槽からオーバーフローし
た水を溜めるドレン槽を設け、該ドレン槽に溜められた水を水封槽に戻す循環手段を設け
たことを特徴とする水封装置。
【請求項２】
上記水封槽に堰を設け、上記ドレン用配管の開口端から水面高さまでが一定高さを維持す
るように上記ドレン用配管の開口端位置を設定したことを特徴とする請求項１に記載の水
封装置。
【請求項３】
上記堰からオーバーフローした水を上記ドレン槽に溜めるとともに、上記水封槽の水面高
さが一定高さを維持するように、上記循環手段を制御したことを特徴とする請求項２に記
載の水封装置。
【請求項４】
上記ドレン槽の水面高さを一定に保持するための堰をドレン槽に設けたことを特徴とする
特徴とする請求項１ないし３のいずれか１項に記載の水封装置。
【請求項５】
上記ドレン槽の水面高さが一定高さを維持するように排水手段および給水手段を設けたこ
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とを特徴とする請求項１ないし４のいずれか１項に記載の水封装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、気体を通す配管内の水を排出するドレン配管の開口端を水封する水封装置に関
する。
【０００２】
【従来の技術】
消化ガス等の気体を送る配管内には、気体中に含まれた水分が凝結して付着し、これらの
水滴が落下して配管内に溜まるため、配管内に溜まった水をドレン配管を通して排出する
ようにしている。
【０００３】
図２は、従来の水封装置を示したもので、気体を送る配管１００にドレン配管として、Ｕ
字状のドレントラップ１０１を連結し、このドレントラップ１０１のＵ字状部１０１ａに
水１０２を溜め、配管１００内を水１０２によって外部と遮断している。そして、Ｕ字状
部１０１ａの水１０２が一定以上溜まるとドレントラップ１０１に続く排水管１０３を通
して排出されるようにしている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、配管１００内の圧力が急激に増加して一定圧を越えると、一定の水面高さ
Ｈを維持していたドレントラップ１０１の水１０２が排水管１０３を通して排出され、配
管１００内の水封が保持できなくなることがある。これによって、配管１００内の気体が
直接、大気中に放出され、異臭を発生する等の原因になる課題がある。
【０００５】
本発明は、上記課題を解決し、ドレン配管の水封を保つ水封槽の水を常時、一定量確保し
、確実に水封を保つことができる水封装置を提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
本発明は、上記課題を解決するため、配管内を流れる気体に含まれた水分をドレン用配管
を通して槽内に排出するするとともに、該槽内に溜められた水によって上記配管内を大気
中から遮断する水封装置において、上記ドレン用配管の開口端を水没させて水封する水封
槽と、該水封槽からオーバーフローした水を溜めるドレン槽を設け、該ドレン槽に溜めら
れた水を水封槽に戻す循環手段を設けたことにある。
また、本発明は、上記水封槽に堰を設け、上記ドレン用配管の開口端から水面高さまでが
一定高さを維持するように上記ドレン用配管の開口端位置を設定したことにある。
さらに、本発明は、上記堰からオーバーフローした水を上記ドレン槽に溜めるとともに、
上記水封槽の水面高さが一定高さを維持するように、上記循環手段を制御したことにある
。
さらに、本発明は、上記ドレン槽の水面高さを一定に保持するための堰をドレン槽に設け
たことにある。
またさらに、本発明は、上記ドレン槽の水面高さが一定高さを維持するように排水手段お
よび給水手段を設けたことにある。
【０００７】
【発明の実施の形態】
以下本発明の実施の形態を図面を参照しながら詳細に説明する。
図１において、消化ガス等、水分を多く含んだ気体１を送る配管２には、気体１に含まれ
た水分が内壁面に凝結して付着し、これが水滴となって落下し、配管２内に溜まる。この
水滴となって落下した水は、配管２に設けられたドレン配管３を通して水封槽４に溜めら
れる。水封槽４は、一定の水５を収容できるようにしたタンクであり、この水封槽４に並
設させてドレン槽６が設けられている。
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【０００８】
水封槽４は、ドレン槽６との仕切壁７に堰８を設けており、ドレン配管３の開口端３ａか
ら水面高さまでの距離Ｈ１が一定の大きさになるように設定している。
ドレン槽６には、循環ポンプ９が設置されており、ドレン槽６と水封槽４との間に連通さ
れたパイプ１０を介してドレン槽６内の水を水封槽４に戻すようにしている。ドレン槽６
の壁面にも堰１１が設けられており、この堰１１を通してドレン槽６内の水５を屋外にオ
ーバーフローさせるようにしている。また、ドレン槽６にもドレン排水ポンプ１２が設置
されており、このドレン排水ポンプ１２を介して排水管１３から屋外に強制的に排水でき
るようにしている。ドレン槽６には、ドレン槽６の水位を検出するドレン槽レベル計１４
が設置されており、ドレン槽６の水位が低下した場合には、給水手段１５により給水でき
るようにしている。
【０００９】
つぎに、上記構成による水封装置の動作を説明する。
配管２内の気体１に含まれた水分が配管２の内壁面に凝結して付着し、この水分が水滴と
なってドレン配管３を通して水封槽４に入る。そして、水封槽４の水５は、水面高さが堰
８を越えると、堰８を通してドレン槽６に流入する。一方、ドレン槽６では、循環ポンプ
９の作動により、パイプ１０を通してドレン槽６の水を水封槽４に供給し、水封槽４の水
面高さが、一定高さを維持するように制御する。
【００１０】
こうして、ドレン配管３の開口端３ａから水面高さまでの距離Ｈ１が一定になるように保
たれる。
したがって、配管２内の圧力が急激に上昇して水封槽４の水５が堰８を通してドレン槽６
にオーバーフローした場合にも、循環ポンプ９の作動により、常時、パイプ１０を通して
ドレン槽６の水を水封槽４に供給するので、ドレン配管３の水封を保持することができる
。よって、配管２内の気体１が外部に流出して異臭を発生する等の不具合を除去すること
ができる。
【００１１】
なお、本発明は、上記実施の形態のみに限定されるものではなく、例えば、水分を含んだ
気体を流す配管であれば、どの様な配管に対しても適用することができる。また、水封槽
４の大きさとしては、任意に設定することが出来るもので、水封槽４の水面高さも必要に
応じて設定することができる。等、その他、本発明の要旨を変更しない範囲内で適宜変更
して実施し得ることは言うまでもない。
【００１２】
【発明の効果】
以上述べたように、本発明の水封装置によれば、以下の効果を奏することができる。
請求項１において、配管内を流れる気体に含まれた水分をドレン用配管を通して槽内に排
出するするとともに、該槽内に溜められた水によって上記配管内を大気中から遮断する水
封装置において、上記ドレン用配管の開口端を水没させて水封する水封槽と、該水封槽か
らオーバーフローした水を溜めるドレン槽を設け、該ドレン槽に溜められた水を水封槽に
戻す循環手段を設けたので、常時、水封槽の水量を保持することができることから、確実
な水封を保つことができる。
また、請求項２において、上記水封槽に堰を設け、上記ドレン用配管の開口端から水面高
さまでが一定高さを維持するように上記ドレン用配管の開口端位置を設定したので、必要
以上に流入した水を堰を通してドレン槽にオーバーフローさせることができる。
さらに、本発明は、請求項３において、上記堰からオーバーフローした水を上記ドレン槽
に溜めるとともに、上記水封槽の水面高さが一定高さを維持するように、上記循環手段を
制御したので、オーバーフローした水を再び水封槽に戻すことが出来ることから、水の循
環により、一定の水量を維持することができ、極めて経済的である。
さらに、本発明は、請求項４において、上記ドレン槽の水面高さを一定に保持するための
堰をドレン槽に設けたので、ドレン槽の水位が必要以上になる不具合を防止することがで
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またさらに、本発明は、請求項５において、上記ドレン槽の水面高さが一定高さを維持す
るように排水手段および給水手段を設けたので、ドレン槽の水位も一定に保つことができ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態による水封装置の概念断面図を示す。
【図２】従来の水封装置を示す概念図である。
【符号の説明】
１　　気体
２　　配管
３　　ドレン配管
４　　水封槽
５　　堰
６　　ドレン槽
７　　仕切壁
８、１１　　堰
９　　循環ポンプ
１０　　パイプ
１２　　ドレン排水ポンプ
１３　　排水管（排水手段）
１４　　ドレン槽レベル計
１５　　給水手段

【図１】

【図２】



(5) JP 4530561 B2 2010.8.25

10

20

フロントページの続き

(74)代理人  100125380
            弁理士　中村　綾子
(74)代理人  100130960
            弁理士　岡本　正之
(74)代理人  100125036
            弁理士　深川　英里
(74)代理人  100142996
            弁理士　森本　聡二
(72)発明者  中村　謙治
            神奈川県横浜市中区錦町１２番地　三菱重工業株式会社　横浜製作所内
(72)発明者  石田　　武
            神奈川県横浜市中区錦町１２番地　三菱重工業株式会社　横浜製作所内
(72)発明者  長　　克美
            神奈川県横浜市中区錦町１２番地　三菱重工業株式会社　横浜製作所内
(72)発明者  菅野　　稔
            神奈川県横浜市西区みなとみらい三丁目３番１号　菱和エンジニアリング株式会社内

    審査官  中田　誠二郎

(56)参考文献  実公昭５９－１８９０３９（ＪＰ，Ｙ２）
              特開平１１－９４１９４（ＪＰ，Ａ）
              実開平２－１１３０９７（ＪＰ，Ｕ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              F16L  55/07
              F17D   3/14


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

